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『大学の日本語 初級 ともだち』の開発とタスクの実践
藤森弘子・河内彩香
【キーワード】･ 初級総合教科書、AJ･Can-do リスト、タスク CAN-DO、タスク実践
1．はじめに
　東京外国語大学留学生日本語教育センタ （ー以後、センター）では、1970 年に
設立された、センターの前身である同大学附属日本語学校時代から教材開発が行
われてきている。そして、2004 年に「全学日本語プログラム（JLPTUFS）1」が設
置され、現在も世界の国・地域から 300 名を超える留学生たちが訪れ、日本語や
専門科目を学んでいる。
　当初、研究留学生予備教育、教員研修留学生、日本語日本文化研修留学生、交
換留学生、研究生、各々が別々のプログラムであったものを統合して、レベル別・
総合／技能別にクラスを設置したものの、レベル間・技能別にアーティキュレー
ション、つまり教育のスムーズな接続がなされているわけではなかった。そのた
め、「上のレベルに上がったのに、前の学期と同じ教科書を使っていた」「前のク
ラスよりも易しいことをやっていた」など、学生から不満の声が聞かれた。そこで、
新規に各レベルにレベルコーディネーターを置き、総合日本語 2 のコーディネー
ト及び他の技能別科目 3 と教材や活動内容の重複がないように調整する役割を担
うこととした（藤森他 2011:124）。全学日本語プログラムは初級から超級まで 8 レ
ベルで、一貫したアカデミック日本語教育を行うことを目的として、もう一つの
学部進学留学生のための日本語集中プログラム 4 をもとに策定した「JLC 日本語
スタンダーズ」を参照していた。しかし、適合しない部分があり 5、行動目標を
示した Can-do 記述文の妥当性の検証 6 も含めて、レベルコーディネーターが技
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1･ http://www.tufs.ac.jp/intlaffairs/international_student/ を参照のこと。
2･ 4 技能を統合して行う授業のことで、運用力を重視した授業形態のこと。初級 1・2、中級 1・
2、中上級は週 5 コマ、上級 1 は週 3 コマ、上級 2 は週 2 コマ開講。初級 1 のみ週 10 コマ
の集中クラスがある。
3･ 技能別科目には主に読解、聴解、口頭表現、文章表現、語彙・文法がある。
4	 コース期間が一年のため「1 年コース」と呼ばれている。
5･ 鈴木美加他（2012:155-156）参照。
6	 藤森他（2017）『アカデミック日本語能力到達基準の策定とその妥当性の検証―成果報告書
（2017）』参照。
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能別リスト作成担当となり、新たな共通指標の開発を行った。それが「JLPTUFS
アカデミック日本語 Can-do リスト（略称 AJ･Can-do リスト）」である。
　本稿では、まず AJ･Can-do リストを参照した初級総合教科書『大学の日本語　
初級　ともだち』（以後、『ともだち』）の開発の背景と経緯を紹介し、次に教材の
概要を説明し、第二言語習得研究における FonF 7 の視点、相互行為の視点から、
具体例を挙げながら本書の特徴を見ていく。そして、実際に『ともだち』を使っ
た授業でのタスク実践例を紹介し、タスクの効果と課題について述べることを目
的とする。
2．教材開発の背景と経緯
　本教材開発の背景と経緯として、3 点が挙げられる。まず言語学習における「言
語教育観のパラダイムシフト」である（義永 2015:11）。70 年代～ 90 年代にかけて
は、旧日本語能力試験のようにどのぐらい知識を有しているかといった言語知識
が重視されていたが、2000 年代以降は、CEFR8 や JF 日本語教育スタンダード 9
のように言語教育における課題遂行、即ち言葉を使って何ができるかといった運
用能力が重視されるようになってきた。義永（2015）によると、第二言語教育に
おける言語運用能力を個人の特性として捉える点が近年の変化であり、相互行為
の協働的な達成や実践の個別性・具体性の重要性を指摘しているという。
　2 点目は、センターでは大学の勉学に必要な日本語力を身につけることを目的
とした「アカデミック日本語教育」の実践が 40 年以上にわたって行われ、その蓄
積された知見を活かして、汎用性のある教材や指標の開発が組織的に行われてき
たことである。そして 5 年の歳月をかけてようやく、初級から超級まで一貫した、
かつ連続性のある指標として「AJ･Can-do リスト」が完成し、2017 年 3 月よりウェ
ブ公開 10 されることとなった。
　3 点目には、海外の大学との交流協定締結 11 による交換留学生や他大学からの
7･ Focus･on･form の略で、Long,･M.（1991）他が提唱した言語形式に焦点を当てた指導が習
得を促進し、タスク中心の教授法で取り入れられている手法のことである（小柳 2004：
136）。ちなみに、FonFs（Focus･on･forms）はオーディオリンガル法のことである。
8･ Council･of･Europe（2001）･Common European Framework of Reference for Languages: 
Learning, teaching, assessment.･の略で、ヨーロッパの言語教育や学習の場で共有される
枠組みのこと。･
9･ 国際交流基金が提供している日本語の教え方、学び方、学習成果の評価のし方を考える
ための共通枠組み。6 レベルで日本語の熟達度が示されている。
10･ http://www.tufs.ac.jp/common/jlc/kyoten/development/ajcan-do/ 参照。
11	 本学は･2017 年 5 月 1 日現在、69 か国・地域、182 機関と交流協定を結んでいる。
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委託留学生 12 などの受け入れの増加により、他大学・他機関とのスムーズな教育
の接続がより必要となってきたことが挙げられ、単位互換や学習者の言語運用能
力の可視化の目安の一つとして、AJ･Can-do リストに基づいた教材開発が進めら
れることとなったのである。初級教材の開発は、センター編著（1990）『初級日本
語』、同編著（2010）『初級日本語　上・下』に続いて、全学日本語プログラム初級
レベル用に試用版（2010）を作成していた。しかし、それは文型シラバスであっ
たため、AJ･Can-do リストに対応したタスク型の教材を作るべく 2012 年度から
新たなプロジェクトを立ち上げ（藤森・前田 2015,･藤森 2016b）、2017 年に『大学
の日本語･初級･ともだち Vol.1（初級前半用）と Vol.2（初級後半用）が東京外国語大
学出版会より発刊された。
3． 初級総合教科書『大学の日本語 初級 ともだち』（2017）の概要
3．1　AJ Can-do リストの初級 Can-do 目標
　【表 1】は技能別に示した初級前半と初級後半の Can-do 行動目標で、AJ･Can-do
リストから抜粋したものである。Can-do 目標が具現化されたものがタスクであ
り、統合的な言語学習を目指す（百済 2013）。
12･ 2012 年度より、日本語教育共同利用拠点として、日本語教育連携事業の一環で他大学か
らの留学生を受け入れている。
【表1】AJ	Can-doリストの技能別Can-do目標（初級１：初級前半　初級２：初級後半）
聴解
初 1-1 ゆっくりはっきりと話されれば、時間や曜日、出身や専門などごく身近なトピックに関する短い話が理解できる。
初 1-2 ゆっくりはっきりと話されれば、宿題や教室活動に関する簡単な指示や説明が理解できる。
初 2-1 はっきりと話されれば、大学生活や日本の習慣など身近な生活場面に関する話が理解できる。
初 2-2 はっきりと話されれば、授業や学校行事など大学生活に関する簡単な指示や説明が理解できる。
読解
初 1-1 易しい語で書かれた、日常生活のごく身近なトピックや日本の文化についての短い文章を読んで理解できる。
初 2-1 易しい語で書かれた、経験や予定などの身近なトピックや日本の文化についての文章を読んで理解できる。
初 2-2 易しい語で書かれた、行事の説明や指示などを読んで理解できる。
口頭表現
独話
初 1-1 自分の出身や専門、趣味など、ごく身近なことについて、簡単に話せる。
初 2-1 自分の経験や感想など、身近なことについて、１～２分程度の簡単な発表ができる。
対話
初 1-1 基本的な挨拶ができる。
初 1-2 易しい語や表現を使って、簡単な質問をしたり、答えたりできる。
初 2-1 簡単な依頼や要求をするなど、生活に最低限必要なやりとりができる
初 2-2 日常生活でよく使う語や表現を使って、簡単なやりとりができる。
文章
表現
初 1-1 日常生活やごく身近なことについて、200 字から400 字程度の短い文章を書くことができる。
初 2-1 身近なことや自国のことについて、構成を考えて400 字から600 字程度の簡単な説明文を書くことができる。
初 2-2 自分の経験について、感想・意見を加えて書くことができる。
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共通したテーマ・トピックとしては、自己紹介や買い物、休みの日、私の国／町、
国の料理、日本でびっくりしたことなど、日常生活に関する身近な内容が挙げら
れる。
3．2　教科書のねらいと構成
　『ともだち』は主に国内外の高等教育機関で日本語を学ぶ学習者を対象として
いる。タスクの定義は様々だが（Ellis･2003:･2-5）、本書では、現実の場面もしく
は疑似的な場面での発話及びインターアクションが現実の言語行動にも応用でき
る活動を「タスク」と呼び、各課の最初に「タスク CAN-DO」として具体的に何を
するかを明示している。大学などでの生活に密着した多様なタスク、異文化理解
タスクを含み、中級・上級日本語につなげるための初級文型も学習できるように
なっており、本書のねらいは、タスクを実践することによって、「自己を発信す
る力」「他者と伝え合う力」を身につけることである。
　タスク部分には、独話（発表形式）・対話（インターアクション）・聞く・読む・
書くという 5 つのロゴがついており、「読んで書いて発表する」「聞いて対話する」
というような複合的なタスクもある。
　Vol.1、Vol.2 とも各 12 課構成で、各課は練習及びタスク部分、英語による文
法説明と文法の練習問題からなり、巻末には漢字学習ページがついている。各
課の本文会話／発表の内容は、日本で学ぶ留学生とその友人たちによるストー
リー仕立てになっている。イラストが豊富で、教室提示用イラストは、ウェブ
からダウンロードできる 13。
　
3．3　各課にみられる主なタスク
　【表 2】は各課にみられる主なタスクである。枠で囲んだ部分をみると、「説明」
「比較」といった発表タスクがあり、自国との習慣の比較など身近ではあるが、
アカデミックな思考につながる認知的過程を踏むようなタスクも複数用意されて
いる。「自己紹介」は 1、4、12、24 課で扱われ、段階的に場面ごとの自己紹介が
できるようになる。
13･ http://www.tufs.ac.jp/common/jlc/kyoten/development/shokyu_download.html から、文･
法／漢字宿題と教科書のイラストが無料でダウンロードできるようになっている。
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4．FonF の視点から見たタスク
　意味のある文脈の中で学習者の注意を言語形式にも向け、言語形式と意味・機
能を結び付けた指導を行うことが有効であることが、これまでの第二言語習得研
究で言われてきている（Long1991,･小柳 2002 など）。本書でも【図 1】【図 2】のよう
に同様の工夫をしている。
• Vol.1 • Vol.2
課 タイトル 主なタスク
1 自己紹介 自己紹介
2 買い物 大学の場所、注文
3 私の一日 スケジュール
4 好きな飲み物 好きなもの、週末の経験、自己紹介
5 休みの日 大学生活についての感想
6 私の国 買い物、自国の説明
7 プレゼント 何をもらったか聞き合う
8 いっしょに 友だちを誘う、自国と日本にあるものの
比較
9 大学での勉強 Vてください、提案して誘う
10 見物・見学 することの順序、行き方説明、変化
11 日本の文化 私の家族、挨拶表現、意見を言う
12 ホームステイ 身に着けているものの説明、自己紹介、
国の特別なものの説明
課 タイトル 主なタスク
13 国の習慣 日本と自国の習慣・規則の比較
14 私ができること アルバイトの面接
15 道を聞く 自国の食べ物の説明、道聞き
16 私の町 断り、病気の症状、町の説明、東京との比較
17 日本でびっくりし
たこと
道の行き方の説明、
日本でびっくりしたことを述べる
18 将来の計画 将来の計画、留意していることを話す
19 アドバイス 国のおすすめ料理・おみやげなどを聞く
20 うれしかったこと お礼のメールを書く
21 国の料理 びっくりしたこと・うれしいことについて述べ
る、自国料理の説明
22 ことばと文字 国の言語・文字・人気のある食べ物等
について聞く
23 友だちから聞い
たこと
友だちから聞いたことを他人に伝える、
親を心配させた経験について話す
24 依頼 数の増減の説明、温泉旅館、自己紹介
４．FonF の視点から見たタスク 
 意味のある文脈の中で学習者の注意を言語形式にも向け、言語形式と意味・機能を結
び付けた指導を行うことが有効であることが、これまでの第二言語習得研究で言われて
きている（Long1991, 小柳 2002 など）。本書でも同様の工夫をしている。 
【図１】『ともだち』Vol.1 第 4 課タスク２ 
Ａ：      さん、休
やす
みの日
ひ
にどこへ行
い
きましたか。 
Ｂ :   。 
Ａ： そうですか。何
なに
を しましたか。 
Ｂ :   。 
【図 2】『ともだち』Vol.1 第 4 課タスク３ 
図１】『ともだち』Vol.1	第4課タスク２
【表2】『ともだち』Vol.1&2各課にみられる主なタスク
－ 256 －
【図 1】は『ともだち』Vol.1 第 4 課タス
ク 2 の抜粋であるが、「［～曜日］に［場
所］へ行きます。そして、［何］を V ま
す」という基本文の形式を意識化でき
るよう、「場所」と「何を V ます」の部分
のイラストを提示している。「例）私は
日曜日にデパートへ行き
ます。そして、かばんを
買います。」のように形式
を意識化して練習する。
　これに続いてタスク 3
（【図 2】）では、対話タス
クとして「A：～さん、休みの日にどこへ行きましたか。B：デパートへ行きました。
A：そうですか。何をしましたか。B：かばんを買いました。」という AB 会話を
例として提示し、クラスの学生同士で実際、休みの日にどこへ行ったかを尋ねる
タスクとなっている。このように、FonF は、言語項目を一つ一つ理解し、積み
上げていく「文型積み上げ式」ではなく、言語を用いて、意味のあるコミュニケー
ションをしていく中で適宜言語形式にも注意を向けながら習得を促進していくと
いう方法で分析的アプローチの一つである（小柳 2008、義永 2016）。
5．相互行為（インターアクション）の視点から見たタスク
　インターアクション仮説（Gass1997）では、互いの話をよく理解するために不
明な語の意味を質問したり、相手の理解を確認したり、うまく通じていない部分
の意味を言語的やりとりで解決したりするインターアクションが習得を促進する
と言われている。本書のタスクの中にも、「自国の規則・慣習について述べて聞
き合う（第 13 課タスク 3）」、「相手の好きな食べ物や行きたい場所などを聞き合う
（第 16 課タスク 4）」、「「アリのように働く」といった比喩表現を比較する（第 18 課
タスク 5）」、「国のおすすめ料理やお土産、観光地などを聞き合う（第 19 課タスク
6）」などがあり、これらはインターアクションを行うことによって課題遂行され
るタスクである（藤森 2016a）。【図 3】は日本人に聞くというタスクであるが、⑦
⑧は自分で考えて埋め込んで質問をするようになっている。
４．FonF の視点から見たタスク 
 意味のある文脈の中で学習者の注意を言語形式にも向け、言語形式と意味・機能を結
び付けた指導を行うことが有効であることが、これまでの第二言語習得研究で言われて
きている（Long1991, 小柳 2002 など）。本書でも同様の工夫をしている。 
【図１】『ともだち』Vol.1 第 4 課タスク２ 
Ａ：      さん、休
やす
みの日
ひ
にどこへ行
い
きましたか。 
Ｂ :   。 
Ａ： そうですか。何
なに
を しましたか。 
Ｂ :   。 
【図 2】『ともだち』Vol.1 第 4 課タスク３ 【図2】『ともだち』V 4 タスク３
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6． 『ともだち』を用いたタスクの実践事例
　全学日本語プログラムの初級集中日本語 100 クラスでは、以前より『ともだち』
の試用版が使われてきたが、教科書出版を機に 2017 年夏のショートステイプロ
グラムの初級後半クラスでも使用教科書に採用された。本節では、集中コースと
3 週間の超短期プログラムの 2 コースで『ともだち』を使用した経験をもとにクラ
ス運営とタスク実践について述べる。
6．1　集中コースにおけるタスク実践
6．1．1　初級集中日本語 100 の概要
　全学日本語プログラムには集中コースとレギュラーコースがあるが 14、本節で
は教科書出版直後の 2017 年春学期の初級集中日本語 100（以後、集中 100）につい
て報告する。集中 100 は週 10 コマ（1 日 2 コマ× 5 日）のクラスで、ひらがな学習
から始め、13週で初級修了を目指すコースである。ひらがな未習者が半分を占め、
残りはプレイスメントテストの結果から初級前半と判断された日本語学習経験者
いう方法で分析的アプローチの一つである（小柳 2008、義永 2016）。 
 
５．相互行為（インターアクション）の視点から見たタスク 
 インターアクション仮説（Gass1997）では、互いの話をよく理解するために不明な
語の意味を質問したり、相手の理解を確認したり、うまく通じていない部分の意味を言
語的やりとりで解決したりするインターアクションが習得を促進すると言われている。     
本書のタスクの中にも、「自国の規則・慣習について述べて聞き合う（第 13 課タスク
３）」、「相手の好きな食べ物や行きたい場所などを聞き合う（第 16 課タスク４）」、「「ア
リのように働く」といった比喩表現を比較する（18 課タスク５）」、「国のおすすめ料理
やお土産、観光地などを聞き合う（第 19 課タスク６）」などがあり、これらはインター
アクションを行うことによって課題遂行されるタスクである。【図 3】は日本人に聞くと
いうタスクであるが、⑦⑧は自分で考えて埋め込んで質問をするようになっている。 
 
   
 
６．『ともだち』を用いたタスクの実践事例 
全学日本語プログラムの初級集中日本語 100 では、以前より『ともだち』の試用版が
使われてきたが、教科書出版を機に 2017 年夏のショートステイプログラムの初級後半
クラスでも教科書に採用された。本節では、集中コースと 3 週間の超短期プログラムの
2 コースで『ともだち』を使用した経験をもとにクラス運営とタスク実践について述べ
る。 
【図３】『ともだち』Vol.2  第 23 課タスク５ 
14･全学日本語プログラムのカリキュラム・時間割枠の再編に伴い、2017 年秋学期からは初
級も総合科目になり、春学期のみ「初級集中日本語 100」が開講されることになった。
【図３】『ともだち』Vol.2		第23課タスク５
－ 258 －
（独学を含む）である。
　スケジュール作成にあたり、可能な限り、ユニットの最後に学習項目の仕上げ
となるタスクや応用練習を配した。以下は集中 100 のスケジュールのサンプルで
ある。
　学習項目・活動（テスト、会話、作文等）のほか、タスク実施日には教科書に
示されている「タスク CAN-DO」を明記し、学習項目を使って何ができるように
なるかを可視化した（【表 3】の「Can-do」欄参照）。
　集中 100 には半年か 1 年間日本に滞在する交換留学生、半年の日本語教育の後、
他大学への進学を予定している研究留学生、本学の学部に入学した正規留学生、
他大学から日本語を受けに来ている委託留学生が在籍していた。日本語を使う機
会がある、または今後あると想定される学習者、将来、日本語人材になることが
期待されている学習者がいる一方で、日本語以外は英語で行われる科目を受講し、
日本語を話す機会のない学習者も多かった。タスクの実践は日本語の発話機会が
少ない学習者にとっては貴重な練習となっていた。
Unit19 Unit20 Unit21
5/1　月　Mon. 5/2　火　Tue. 5/3　水　Wed.
8:30～
1st・2nd
Period
～11:40
１）Quiz
２）L6　タスク５「にほんのこくど」
３）Lesson7
1.［Person］1は［Person］2に　Nを
　あげます
2.［Person］2は　［Person］1｛に/か
ら｝
　Nを　もらいます
3.おしえます－ならいます
　かします－かります
・Family
４）L7　タスク１
５）かんじ　6-2
６）Dictation L6①
１）Quiz
２）Lesson7
3.［Person］にNを　V (Review)
　［Person］｛に/から｝Nを　V
4.［Person］は（わたしに）Nを くれま
す
5.［Person］と　V
6.［Person］｛に/と｝V
３）L7　タスク３
・Frequency
４）かんじ　7-1
５）Dictation L6②
６）Kanji Test  5-1, 5-2
１）Quiz
２）Lesson7
7.わたしは　Nが　ほしいです
8.わたしは　Vます たいです
　 わたしはN｛が/を｝Vます たいです
9.どんなとき、Vますか
　－｛Aぃ-い/Aな-な/Nの｝とき、Vま
す
３）L7　かいわ（Dialogue）
４）L7　タスク２
５）かんじ　7-2
６）L7　Grammarもんだい
Can-do
L6 Task5
□Write about your country
and present it to the class
L7 Task1
□Ask what someone received
for their birthday last year
L7 Task3
□Ask whether someone often
writes letters and emails
L7 Task2
□Reading comprehension: a
thank you email for a present
Homework
・かんじ しゅくだい 6-1,6-2
・Composition「わたしのくに」
　　→5/3（Wed.）
・Memorize: Verb（L7SP3） ・かんじ　しゅくだい　7-1, 7-2
・Golden weekの しゅくだい
・Review: かんじ 6-1, 6-2
・Memorize: L7かいわ
第５週
Week5
1
【表3】2017年春学期集中100のスケジュールのサンプル
－ 259 －
6．1．2　タスク実践「私の国」
　第 6 課は存在文、所在文を学ぶ課で、タスク 5 では読解文（【例 1】）を読んだ後に、
教科書に示された型を用いて自分の国の作文を書く（【例 2】参照）。集中 100 では、
この作文を口頭発表に発展させ、初めて 1 人ずつ発表する機会を設けている。発
表時には聴衆として日本人学生も参加した。
　タスク実施から 2 週間後に口頭発表日を設定し、発表原稿は宿題で作成させた
が、【例 2】の型に「たべものはおいしいです」「なつはあついです」等、数文を付け
加えただけの作文が多かった。そこで、宿題返却時に教師が出身地に関する発表
（発展性に乏しい、内容が不十分なもの）をサンプルとして提示し、「ほかにどの
ような情報を聞きたいか」を尋ね、学習者たちから「おいしい食べ物」「有名な建
物」「東京からどれぐらいかかるか」といった具体的な情報を引き出して、話のふ
くらませ方を考えさせた。また、食べ物名を述べただけでは聴衆（他の留学生や
日本人学生）には特徴が伝わらないため、既習の文法・語彙 15 を使って説明する
学への進学を予定している研究留学生、本学の学部に入学した正規留学生、他大学から
日本語を受けに来ている委託留学生が在籍していた。日本語を使う機会がある、または
今後あると想定される学習者、将来、日本語人材になることが期待されている学習者が
いる一方で、日本語以外は英語で行われる科目を受講し、日本語を話す機会のない学習
者も多かった。タスクの実践は日本語の発話機会が少ない学習者にとっては貴重な練習
となっていた。 
 
６ １．２ タスク実践「私の国」 
 在文、 を学ぶ課で、タスク 5 では読解文（【例 1】） 読んだ後に、
された型を用いて自分の国の作文を書く（【例 2】参照）。集中 100 では、こ
の作文を口頭発表に発展させ、初めて 1 人ずつ発表する機会を設けている。発表時には
聴衆として日本人学生も参加した。 
【例 1】『ともだち』Vol.1 第 6課タスク 5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【例 2】型を使った学生の作文例 
 
 
 
 
 
タスク実施から 2 週間後に口頭発表日を設定し、発表原稿は宿題で作成させたが、
【例 2】の型に「たべものはおいしいです」「なつはあついです」等、数文を付け加えた
だけの作文が多かった。そこで、宿題返却時に教師が出身地に関する発表（発展性に乏
日本
に ほ ん
の国土
こ く ど
 
 日本
に ほ ん
は 東
ひがし
アジアに あります。大
おお
きい しまが ４つ あります。本
ほん
州
しゅう
、北海道
ほっかいどう
、
四国
し こ く
、九 州
きゅうしゅう
です。小
ちい
さい しまも たくさん あります。日本
に ほ ん
の 国土
こ く ど
の 70％は 山
やま
で、平野
へ い や
は 30％ぐらいです。人口
じんこう
は １おく２千万人
せんまんにん
ぐらいです。その 10％は 東 京
とうきょう
に 
います。東 京
とうきょう
は 日本
に ほ ん
の 首都
し ゅ と
です。 
 
〈作文
さくぶん
〉 私
わたし
の国
くに
 
私
わたし
の 国
くに
は               です。 
               は            に あります。 
               の 人口
じんこう
は         人
にん
ぐらいです。 
 首都
し ゅ と
は             です。 
私
わたし
の 国
くに
は   フィリピン  です。 
   フィリピン  は   とうなんアジア  に あります。 
   フィリピン  の 人口
じんこう
は   1 おく 99まん  人
にん
ぐらいです。 
 首都
し ゅ と
は    マニラ  です。 
15･未習語を使うと、聴衆である他の学習者が理解できないため、習った文法・語彙を使う
ように指示した。
【例1】『ともだち Vol.1	 6 スク5
【例2】型を使った 作文例
－ 260 －
必要がある点を確認した。そして、「それから」などの接続詞、発表の終結が予想
できる「来てください 16」やメタ言語表現「以上です」を導入し、練習させた。発
表までの流れと発表の評価項目を以下に示す。
　
　
　【例 3】は 2017 年春学期集中 100 の学習者 A の発表内容と質疑応答の文字化資
料である 17。この発表の第一段落（【例 3】の太字部分）は、教科書の型と全く同じ
文から構成され、後続段落は第 6 課までに習った文型・言葉を用いて、マニラ首
都圏→果物→建物→自然→フィリピンの人々という話題を展開している。写真や
映像を指し示しながら説明している点、また「古いスペインの建物があります」「ア
ジアで一番古い大学があります」といった、より具体的な情報を付加している点
がわかりやすさ、おもしろさにつながっていると思われる。ほぼ完璧に暗記し流
暢に発表したが、質疑応答部分にはたどたどしさが観察され、初級の学習者であ
ることが窺えるだろう。しかし、学習開始から 1 か月にして日本語で発表し、質
問にも対応できたことは学習者の自信につながったと思われる。
しい、内容が不十分なもの）をサンプルとして提示し、「ほかにどのような情報を聞き
たいか」を尋ね、学習者たちから「おいしい食べ物」「建物」「東京からどれぐらいかか
るか」といった具体的な情報を引き出して、話のふくらませ方を考えさせた。また、
「これは羊羹です」と食べ物名を述べただけでは聴衆（他の留学生や日本人学生）には
特徴が伝わらないため、既習の文法・語彙15を使って説明する必要がある点を確認し
た。そして、「それから」などの接続詞、発表の終結が予想できる「来てください16」や
メタ言語表現「以上です」を導入し、練習させた。発表までの流れと発表の評価項目を
以下に示す。 
【表 4】「私の国」発表までの流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
【表 5】「私の国」評価項目 
 
 
 
 
 
 
は 2017 年 者Ａの発表内容と質疑応答の文字化資料で
ある17。この発表 第一段落（上記の太字部分）は、教科書の型と全く同じ文から構成
され、後続段落は 6 課までに習った文型・言葉を用いて、マニラ首都圏→果物→建物→
自然→フィリピンの人々という話題を展開している。写真や映像を指し示しながら説明
している点、また「古いスペインの建物があります」「アジアで一番古い大学がありま
                                            
15 未習語を使うと、聴衆である他の学習者が理解できな ため、習った文法・語彙を使うように指示
た。 
16 「V てください」は 9 課の文法で未習であったが、closing marker の表現として紹介した。 
17 学習者Ａからは論文執筆にあたり、発表データ利用の承諾を得ている。 
１）授業１：タスク 5を実施する（読解、型に沿った作文） 
２）宿題１：加筆し発表原稿を作成   →内容が不十分な作文が多かった 
３）授業２：返却・フィードバック（教師によるサンプル提示） 
話のふくらませ方・説明の必要性を確認、接続詞・closing marker・メタ言語表現を紹介 
４）宿題２：発表原稿を再修正。PPTを作成 
５）授業３：練習（30 分程度） 評価項目を提示 
６）授業４：発表本番（1人 5分、前に出て発表。PPTを使用）日本人学生も参加 
① まとまりのある話ができる 
② クラスで勉強した文法を積極的に使って、話すことができる 
③ PPT、ジェスチャー、声の調子など、さまざまな技法を使って話すことができる 
④ 聴衆が理解できるように、わかりやすい発音で話すことができる 
⑤ 聴衆からの質問に答えることができる（聞き直しをしてもよい） 
16･「V てください」は 9 課の文法で未習であったが、closing･marker の表現として紹介した。
17･学習者 A からは論文執筆にあたり、発表データ利用の承諾を得ている。
【表4】「私の国 発 の流れ
【表5】「私の 目
－ 261 －
6．2　超短期コースにおけるタスク実践
6．2．1　ショートステイプログラム初級後半 J1 の概要
　本センターでは、夏学期と冬学期に、3、4 週間という超短期のショートステ
す」といった、より具体的な情報を付加している点がわかりやすさ、おもしろさにつな
がっていると思われる。ほぼ完璧に暗記し流暢に発表したが、質疑応答部分にはたどた
どしさが観察され、初級の学習者であることが窺えるだろう。しかし、学習開始から 1
か月にし 
【例 3】2017 年春学期 集中 100 学生Ａの発表：「私の国」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
て日本語で発表し、質問にも対応できたことは学習者の自信につながったと思われる。 
おはようございます、皆さん。私はＡです。私の国はフィリピンです。フィリピンは東南ア
ジアにあります。フィリピンの人口は 1億 99万人くらいです。首都はマニラです。 
しかし、マニラは市だけではありません。マニラ市の人口は 108 万人ぐらいです。しかし、
マニラ首都圏の人口は 1290 万人ぐらいです。東京都と少し似ています。マニラ首都圏には 16
の都市があります。例えば、ケソン市やマニラ市やマカティ市などです。私はケソン市から来
ました。 
フィリピンには、季節が二つだけ（指で 2 を示して）ありますから、果物がたくさんありま
す。そして、甘くておいしくて安いマンゴーがたくさんあります。（写真を指して）マンゴー
が大好きです。 
それから、フィリピンには、大きいモールがたくさんあります。そして、古いスペインの建
物もたくさんあります。例えば、（写真を指して）この教会と、えー、イントラムロスと、カ
サ・マニラなどです。アジアの一番古い大学がありますよ。サンタ・トマス大学は、1600…あ、
すいません、1611 年に始まりました。 
フィリピンには、島が 7000 島ぐらいありますから、とってもきれいなビーチや高い山やお
もしろい火山などがたくさんあります。皆さん、ちょっと見てください。【映像】（教室笑い）
最後に、フィリピン人は、よくとても親切ですよ。例えば、私です。（教室笑い）皆さん、もう
一つ、ちょっと見てください。【映像】あ、ですから、皆さんは私の国へ来てください。以上で
す。（拍手）あー、質問ありますか。Nothing? （質問がないことに喜び） Yeah!（教室笑い） 
（学習者Ｂ：あ、はい。）Oh!（学習者Ｂ：えーと、）どうぞ。（学習者Ｂ：お祭りが、あー、あ
りますか。）はいはい、たくさんあります。（学習者Ｂ：＊＊＊）えっと、すいません。 
（学習者Ｂ：えーと、お祭りはどうですか。）とてもにぎやかです。あー、例えば、あー、（太
鼓を叩くジェスチャー）アティ・アティハンです。えっと、あー、ダンス、ダンスをします。
たくさん、あー、人？（笑い）あ、たくさん人はダンスをします。（学習者Ｂ：ありがとうござ
います。） 
【例3】2017年春学期　集中100 の発表：「私の国」
－ 262 －
イプログラム（以後、SS プログラム）が開講されている。2017 年夏学期の SS プ
ログラムには初級後半クラスが 2 クラス（J1a・J1b）設置され、同じスケジュール
で運営した。2 クラスにはややレベル差があり、J1a にはクラスで扱う文法項目
を知らない学習者が多かったが、J1b には既習の学習者が多かった。本節ではこ
の初級後半 2 クラスにおける実践を報告する。
　SS プログラムの学習者たちは国の大学で日本語を学んでいる大学生で、長期
休みに本プログラムに参加するだけあって、学習意欲が非常に高く、日本の文化
や習慣に関心を持つ人が多い。日本語の授業以外にも、プログラム全体の研修・
イベントが用意されており、本学学生との交流もプログラムに含まれている。国
の大学で『みんなの日本語』や『げんき』といった初級教科書を修了した学習者も
テストの結果から初級後半レベルにプレイスされることが多く、毎学期、易しす
ぎるという不満やレベル移動希望が聞かれる。知識はあっても運用力の低い学習
者が多く、教師の評価も「初級後半」であるため、学習者の認識とのずれが毎期、
課題となっていた。そこで、『ともだち』Vol.2 を使うことになった 2017 年夏は、
学習目標を「運用力強化」に特化し、初回の授業時に「新しい文法や言葉は勉強し
４日目 ５日目 ６日目
7/24　（月） 7/25　（火） 7/26　（水）
8:30～
1st Period
　　～10:00
10:10～
2nd Period
　　～11:40
12:40～
3rd Period
　　～14:10
たちかわぼうさいかん
Tachikawa Life Safety Learning
Center Visit
外大生（がいだいせい）との
こうりゅうじゅぎょう
Interacting Class with TUFS Japanese
Students
Can-do
L21 Task1
□Listening comprehension:
disaster
L16 Task1
□Invite your friend
   - Reject with reason
L17 Task3
□Talk about things you were
surprised about in Japan
L16 Task5
□Compare your country and
Japan/ your hometown and
Tokyo
L17 Task6
□Write about your town
Homework
・Grammar Homework③ ・作文（さくぶん）③
　　「日本でびっくりしたこと」
・作文（さくぶん）④
　　Presentation Draft
・Grammar Homework④
・作文（さくぶん）⑤
　　「わたしのまち」
第２週
１）Report：１日けんしゅう　ふりかえり
２）Grammar
Lesson13
3.～なければなりません
4.～なくてもいいです
Lesson21
1.～で（cause）
３）L21　タスク2
４）さいがい（disaster）についてはなす
・Vocabulary
事故（じこ）、地震（じしん）、
台風（たいふう）、大雨（おおあめ）、
大雪（おおゆき）、洪水（こうずい）
１）Grammar
Lesson15
6.～ので、・・・
Lesson16
4.N1はN2より・・・
5.N1とN2（と）では どちらのほうが・・・
  ―～のほうが・・・／どちらも・・・
7.～ではNがいちばん・・・
２）L16　タスク5
自分の国（くに）と日本をくらべる
Compare your country and Japan/
your hometown and Tokyo
３）L16　タスク6
・N1（Name)というN2
作文（さくぶん）「わたしのまち」
１）Grammar
Lesson16
2.～んです
Lesson17
6.～のはNです
２）L16　タスク2
３）Report：たちかわぼうさいかん
４）L17　タスク3
　「日本でびっくりしたこと」について話す
５）プレゼンテーションのじゅんび
1
【表6】2017年夏SSプログラム初級後半クラスのスケジュールのサンプル
－ 263 －
ません。このクラスでは知っている文法や言葉を使って、上手に話す・書く練習
をします」と説明した。【表 6】に 2017 年夏の初級後半クラスのスケジュールのサ
ンプルを示す。
　プログラム全体の研修・イベントの際に使える文法項目を選定し、その活動前
に学習した。活動後には体験について語る・書く活動を行った。スケジュールに
はタスク CAN-DO を明記し、ゴールを意識させた。2017 年夏には易しすぎると
いう不満はなかった。
　
6．2．2　タスク実践「日本でびっくりしたこと」
　第 17 課タスク 3 は「～のは N です」という文型を使って、「日本でびっくりした
こと」について作文を書いて発表するタスクである。SS プログラムの「立川防災
館訪問」に関連づけて、以下の流れで授業を行った。本活動は【表 6】の 5 日目の
内容に相当する。
１）授業：教科書の練習をやる
２）授業：前日に訪問した立川防災館で「一番おもしろかったこと」を口頭で言わせる
３）授業：「日本でびっくりしたこと」を口頭で言わせる（教科書のタスク 3）
４）宿題：「日本でびっくりしたこと」について作文を書く
　「立川防災館で一番おもしろかったこと」には「防災館で一番おもしろかったの
は、心臓マッサージです。部屋に人形がたくさんあって、みんなでマッサージを
しました。マッサージは疲れました」、「日本でびっくりしたこと」には「日本に来
てびっくりしたのはお寿司がとてもおいしいことです」といった産出例 18 が見ら
れた。
　プログラム全体の研修・イベントに基づいて日本語の授業を設計することで、
「活動で使える文法項目・語彙を練習する」「活動について話す・書く」という明
確な目標を設定することが可能になった。また、「運用力強化のためのクラス」と
位置付けることにより、既習の文法項目や語彙を扱うことへの不満はなく、積極
的に発話する動機にもつなげることができた。同一スケジュールをややレベル差
18･授業の録音・録画等の記録はないため、授業記録を見て、産出例を思い出して、再生した。
【表7】「日本でびっくりしたこと」活動の流れ
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のある 2 クラスで使用したが、タスクのゴール設定を変更することで、レベル差
にも対応可能であった。
　3 週間という超短期プログラムであったが、聴解力が飛躍的に伸び、また、日
本語で話すことに慣れ、コミュニケーション力が向上したと感じることができ
た 19。
7．タスク実践の効果と今後の課題
　6 節では集中コース、超短期プログラムという 2 種のクラスにおける実践例を
示したが、学習者に回答してもらった授業アンケート、学習者が話していた感想
からタスク実践の効果と今後の課題を考察する。
　両コースにおいて「生活に役立つ会話をたくさん勉強できた」「日本語だけでな
く、日本の文化・習慣やクラスメイトの国の文化・習慣についても勉強できた」
という声が聞かれた。特に、集中コースには様々な国・地域の学習者が在籍して
いたため、「日本に来て、世界中の友だちができました。世界旅行をしたように、
いろいろな国のことがわかりました」と述べる学習者や「日本語だけでなく、日
本の文化と日本人についても勉強できました」とコメントを書いた学習者がいた。
タスク実践が異文化理解の一端を担っていたと言えよう。また、授業内で「○○
さんは＊＊（お酒を飲むイメージがある国）の人ですが、お酒を飲みません」といっ
た、国・地域を越えた個性について話し合うこともあった。学習者が日本語を使っ
て経験・考えを自己発信し、他の学習者と情報を交換し合い、他者を理解できた
ことが達成感・満足度につながったのではないだろうか。
　一方、タスクを実施し、クラス内で共有することで時間がかかり、他の活動に
しわ寄せがいったことが課題として挙げられる。集中コースの学期末アンケート
結果には「進度がとても速かった」「漢字の勉強時間が短かった。もっと漢字に時
間をかけてほしかった」という回答が散見された。教科書の課ごとに 1 日に 6 ～
7 つの漢字を導入したが、扱う漢字の量を減らす、部首別にまとめて導入する、
文法項目数を減らすなど、改善が必要であろう。
　本書のねらいは「自己を発信する力」「他者と伝え合う力」を総合的に身につけ
ることにあるが、超短期プログラムでの利用や運用力育成のための使い方も可能
であることが示唆された。
19･学習者からも、聴解・発話の能力が上がり、日本語を話す自信が持てたという感想が聞
かれた。
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Development of Elementary Japanese for Academic Purposes 
TOMODACHI and Implementation of its Classroom Tasks
FUJIMORI Hiroko, KAWACHI Ayaka
Key Words:  An Integrated Course Book in Elementary Japanese, 
 Academic Japanese Cand-Do List, Task CAN-DO, Implementing Tasks
Since its establishment in 1970, JLCTUFS (Japanese Language Center for 
International Students, Tokyo University of Foreign Studies) has worked diligently to 
produce Japanese language teaching materials geared toward the needs of international 
students.  
This paper reports on the development of Elementary Japanese for Academic 
Purposes TOMODACHI as a beginner-level integrated textbook and describes the most 
salient features of the textbook from the perspective of second language acquisition 
research concepts such as Focus on Form (FonF) and the Interaction Hypothesis, with 
specific	examples	from	the	textbook.		
This paper also reports on two Japanese classes that have been implementing the 
tasks in TOMODACHI	and	describes	their	effectiveness.	In	addition,	this	paper	suggests	
further areas for improvement. 
